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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期

第３四半期連結
累計期間

第21期
第３四半期連結
累計期間

第20期

会計期間

自平成24年
１月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
１月１日
至平成25年
９月30日

自平成24年
１月１日
至平成24年
12月31日

売上高（千円） 9,378,677 10,801,897 12,797,454

経常利益（千円） 1,511,670 1,636,466 2,013,798

四半期（当期）純利益（千円） 847,013 966,169 1,111,674

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
846,792 966,281 1,111,734

純資産額（千円） 5,358,336 6,428,766 5,623,240

総資産額（千円） 7,415,392 8,501,389 8,018,054

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
119.99 136.87 157.49

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 72.3 75.6 70.1

　

回次
第20期

第３四半期連結
会計期間

第21期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

自平成25年
７月１日
至平成25年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
37.44 48.81

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は平成24年９月１日付で普通株式１株につき３株の株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

    　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

  

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日本銀行による金融緩和政策への期待

感から、円安株高が進行し、先行きの景況感には明るさが見られました。しかしながら、長期化している個人消費

の低迷や持続する厳しい雇用情勢、円安に伴う原材料・エネルギー価格の上昇、欧州債務危機問題や新興国の経済

停滞など景気の下振れリスク等の懸念があり、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。

　外食業界におきましては、国内の市場規模に拡大が見られない中、消費者の低価格志向や中食傾向、さらには食

材価格の上昇など、大変厳しい経営環境となりました。

　このような環境の中で、当社グループは、「かつや」の平均月商の引き上げへの施策の実施と、出店加速に向け

て取り組んでまいりました。

　既存店につきましては、「かつや」において６回のフェアメニューの投入と８回のキャンペーンを実施した結

果、１～９月の既存店売上高前年比は、直営店においては103.4％、ＦＣ店においては102.8％と好調に推移いたし

ました。また、既存店５店舗の「かつ弁併設型」への大規模改装を実施いたしました。

　出退店につきましては、「かつや」を直営店８店舗（ＦＣ店からの営業譲渡１店舗含む）、ＦＣ店21店舗（海外

２店舗含む）出店したことにより、直営店２店舗の閉店はありましたが、「かつや」の当第３四半期末の店舗数は

純増27店舗の236店舗となりました。その他の業態につきましては、「チェントペルチェント」、「新橋岡むら

屋」、「コメダ珈琲」を各１店舗出店いたしましたが、「とん菜や」と「タヴェルナ ダ ビゴット」を閉店したこ

とにより、当第３四半期末の店舗数は11店舗となりました。

　なお、第１四半期連結累計期間より、関連会社のサト・アークランドフードサービス株式会社を持分法適用会社

といたしました。　

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高10,801百万円（前年同期比15.2％増）、営業利益

1,620百万円（前年同期比10.4％増）、経常利益1,636百万円（前年同期比8.3％増）、四半期純利益966百万円（前

年同期比14.1％増）となりました。

　なお、当社グループは外食事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

　

(2）財政状態の分析

　①流動資産

　　　当第３四半期連結会計期間末の流動資産の残高は4,646百万円となり、前連結会計年度末の4,525百万円から

121百万円増加いたしました。その主な要因は、現金及び預金が183百万円増加したためであります。

　②固定資産

　　　当第３四半期連結会計期間末の固定資産の残高は3,854百万円となり、前連結会計年度末の3,492百万円から

361百万円増加いたしました。その主な要因は、新規出店に伴い有形固定資産が229百万円増加したためでありま

す。

　③流動負債

　　　当第３四半期連結会計期間末の流動負債の残高は1,382百万円となり、前連結会計年度末の1,814百万円から

432百万円減少いたしました。その主な要因は、未払法人税等が361百万円減少したためであります。

　④固定負債

　　　当第３四半期連結会計期間末の固定負債の残高は689百万円となり、前連結会計年度末の580百万円から109百

万円増加いたしました。その主な要因は、受入保証金が92百万円増加したためであります。

　⑤純資産

　　　当第３四半期連結会計期間末の純資産の残高は6,428百万円となり、前連結会計年度末の5,623百万円から805

百万円増加いたしました。その主な要因は、四半期純利益966百万円の計上がありましたが、配当金141百万円を

支払ったためであります。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

アークランドサービス株式会社(E03513)

四半期報告書

 4/15



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,600,000

計 24,600,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月８日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 7,374,000 7,374,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 7,374,000 7,374,000 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

  

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日
－ 7,374,000 － 456,320 － 408,562

　

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  　315,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　7,057,900 70,579 －

単元未満株式 普通株式     1,000 － －

発行済株式総数 7,374,000 － －

総株主の議決権 － 70,579 －

　

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

アークランドサービス

株式会社

東京都千代田区神田駿河台四丁目

３番地　新お茶の水ビルディング

14階

315,100 － 315,100 4.27

計 － 315,100 － 315,100 4.27

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,607,328 3,790,870

売掛金 476,107 472,507

商品 89,522 101,634

原材料及び貯蔵品 36,852 27,473

その他 318,021 256,765

貸倒引当金 △2,400 △2,300

流動資産合計 4,525,432 4,646,952

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,446,534 1,644,399

その他（純額） 160,466 192,334

有形固定資産合計 1,607,001 1,836,733

無形固定資産 6,045 5,190

投資その他の資産

敷金及び保証金 974,302 982,781

建設協力金 559,186 644,787

その他 346,084 384,943

投資その他の資産合計 1,879,574 2,012,512

固定資産合計 3,492,621 3,854,436

資産合計 8,018,054 8,501,389

負債の部

流動負債

買掛金 627,948 566,911

未払法人税等 563,147 201,341

賞与引当金 － 21,460

その他 623,705 592,933

流動負債合計 1,814,801 1,382,647

固定負債

受入保証金 399,600 491,685

資産除去債務 180,114 197,676

その他 296 613

固定負債合計 580,011 689,975

負債合計 2,394,813 2,072,622
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 456,320 456,320

資本剰余金 408,562 408,562

利益剰余金 4,837,207 5,642,621

自己株式 △78,870 △78,870

株主資本合計 5,623,219 6,428,633

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 20 132

その他の包括利益累計額合計 20 132

純資産合計 5,623,240 6,428,766

負債純資産合計 8,018,054 8,501,389
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 9,378,677 10,801,897

売上原価 3,878,634 4,586,551

売上総利益 5,500,043 6,215,345

販売費及び一般管理費 4,032,681 4,595,331

営業利益 1,467,361 1,620,013

営業外収益

受取利息 8,355 10,597

リベート収入 6,099 7,456

協賛金収入 25,445 11,432

雑収入 6,932 4,603

営業外収益合計 46,832 34,091

営業外費用

持分法による投資損失 － 12,836

雑損失 2,523 4,801

営業外費用合計 2,523 17,638

経常利益 1,511,670 1,636,466

特別利益

固定資産受贈益 － 5,130

受取和解金 54,491 －

その他 240 743

特別利益合計 54,731 5,873

特別損失

固定資産除却損 35,272 12,915

店舗閉鎖損失 45,228 40,850

減損損失 17,815 －

その他 6 －

特別損失合計 98,322 53,766

税金等調整前四半期純利益 1,468,079 1,588,573

法人税、住民税及び事業税 617,301 610,747

法人税等調整額 3,764 11,656

法人税等合計 621,066 622,403

少数株主損益調整前四半期純利益 847,013 966,169

四半期純利益 847,013 966,169
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 847,013 966,169

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 39 －

為替換算調整勘定 △260 111

その他の包括利益合計 △221 111

四半期包括利益 846,792 966,281

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 846,792 966,281

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

（持分法適用範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間より、サト・アークランドフードサービス㈱は重要性が増したため、持分法適用の範囲

に含めております。

　

【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　この減価償却方法の変更による影響額は軽微であります。

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日）

減価償却費 167,826千円 187,182千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月23日

定時株主総会
普通株式 117,648 50　 平成23年12月31日 平成24年３月26日 利益剰余金

　

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。 

  

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月22日

定時株主総会
普通株式 141,177 20 平成24年12月31日 平成25年３月25日 利益剰余金

　（注）当社は、平成24年９月１日付で株式１株につき３株の株式分割を行っております。

　

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日)　

当社グループにおいては、外食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成25年１月１日　至　平成25年９月30日)　

当社グループにおいては、外食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 119円99銭 136円87銭

（算定上の基礎）   

　　四半期純利益金額（千円） 847,013 966,169

　　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　　普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 847,013 966,169

　　普通株式の期中平均株式数（株） 7,058,886 7,058,857

　（注）１．当社は、平成24年９月１日付で株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月８日

アークランドサービス株式会社

取締役会　御中

あらた監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　真美　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中村　明彦　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアークランド

サービス株式会社の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年７

月１日から平成25年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年９月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アークランドサービス株式会社及び連結子会社の平成25年９月30日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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